




古代　 中世

古
代
・
中
世
部
会
が
対
象
と
す
る
時
代
の
史
料
は
、原
本
が
確
認
で
き
ず
、後
の
時
代
に
写
さ
れ
た

写
本
し
か
残
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
う
い
っ
た
史
料
に
つ
い
て
は
、写
本
や
影
写
本

（
原
文
書
か
ら
文
字
を
写
し
取
っ
た
も
の
）に
書
か
れ
た
内
容
を
読
み
解
き
、比
較
し
な
が
ら
、新
し

い『
県
史
』に
収
載
し
て
い
く
た
め
の
史
料
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

土
佐
史
研
究
に
欠
か
せ
な
い「
蠧と

簡か
ん

集し
ゅ
う

」と
は
？

原
本
で
失
わ
れ
た
情
報
を「
蠧
簡
集
」で
補
う

　

古
代
・
中
世
部
会
の
調
査
が
始
動
し
、新
た
な
文
書

発
見
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。併
せ
て
、旧『
高
知
県

史　

古
代
中
世
史
料
編
』（
以
下
、『
旧
県
史
』）に
収
録
さ
れ
た

「
土と
さ
の
く
に
と
か
ん
し
ゅ
う

佐
国
蠧
簡
集
」（
以
下
、「
蠧
簡
集
」）に
掲
載
さ
れ
る
文
書

の
原
本
の
発
見
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

「
蠧
簡
集
」と
は
、
土
佐
藩
士
の
奥お
く
の
み
や
ま
さ
あ
き

宮
正
明（
享
保
11
・

１
７
２
６
年
没
）が
編
さ
ん
し
た
史
料
集
で
す
。土
佐
国
内
の

諸
寺
社
・
諸
家
に
伝
来
す
る
古
文
書
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。現
段
階
で
は
原
本
が
確
認
で
き
な
い
文
書
も
多
く
、土

佐
史
研
究
に
欠
か
せ
な
い
史
料
集
と
い
え
ま
す
。ま
た
、「
蠧
簡

集
」で
し
か
確
認
で
き
な
い
情
報
も
あ
り
、原
本
と
比
較
し
な

が
ら
用
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

写
真
①
は
、近
年
の
調
査
に
よ
り
、五
台
山
竹ち
く
り
ん
じ

林
寺（
高
知

市
）で
発
見
さ
れ
た「
長
宗
我
部
元
親
・
盛
親
連
署
状
」の
原

本
で
す
。宛
先
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。と
こ
ろ
が
、「
蠧
簡
集
」

（
写
真
②
）に
は「
常じ
ょ
う

通つ
う

寺じ

」と
い
う
宛
先
に
加
え
、「
常
通
寺

所
蔵
」と
追
記
さ
れ
て
い
ま
す
。常
通
寺
が
所
蔵
す
る
古
文
書

は
、一
部
が
竹
林
寺
に
移
管
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、お
そ
ら

く
本
文
書
も
そ
の
一
つ
と
推
定
さ
れ
ま
す
。原
文
書
で
は
失
わ

れ
た
情
報
を「
蠧
簡
集
」で
補
う
こ
と
が
で
き
、写
本
と
い
え
ど

決
し
て
あ
な
ど
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

一
方
、原
本
で
着
目
す
べ
き
は
元
親
の
花か

押お
う

で
す
。元
親
は
、

慶
長
４（
１
５
９
９
）年
５
月
19
日
に
死
去
し
ま
す
。「
慶
長
四

年
四
月
朔
日
」と
い
う
日
付
を
持
つ
本
文
書
は
現
在
確
認
で
き

る
元
親
最
後
の
発
給
文
書
で
す
。「
蠧
簡
集
」で
は「
花
押
」と

記
さ
れ
る
の
み
で
型
は
判
然
と
し
ま
せ
ん
。『
旧
県
史
』で
は
、

高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
蔵
本
を
底
本
と
し
、高
知
県

立
図
書
館
蔵
本（
写
真
③
）を
校き
ょ
う
ご
う合
に
用
い
て
い
ま
す
。し
か

し
、ど
ち
ら
も
花
押
は
写
し
取
ら
れ
て
お
ら
ず
、原
本
の
発
見

に
よ
り
、死
の
直
前
に
元
親
が
用
い
た
正
確
な
花
押
型
が
明
ら

か
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、原
本
と「
蠧
簡
集
」の
両
者
が
そ
ろ
っ
て
初
め

て
垣
間
見
え
る
事
実
が
あ
り
ま
す
。先
述
の
よ
う
に
、「
蠧
簡

集
」に
は
江
戸
時
代
の
所
蔵
者
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。子
孫
の

方
な
ど
現
在
の
所
蔵
者
が
分
か
れ
ば
、新
た
な
原
本
を
見
出

せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。地
域
の
情
報
は
県
民
の
皆
様
が

一
番
詳
し
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。新
し
い
県

史
の
調
査
に
、県
民
の
皆
様
の
協
力
を
ぜ
ひ
と
も
仰
ぎ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　

   

古
代
・
中
世
部
会
委
員

石
畑 

匡
基（
大
手
前
大
学 

講
師
）
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「
長ち
ょ
う

宗そ

我か

部べ

元も
と

親ち
か・
盛も
り
ち
か親
連れ
ん

署し
ょ

状じ
ょ
う

」の

原
本
と
写
本
か
ら
見
え
る
も
の

①長宗我部元親・盛親連署状（竹林寺所蔵）
②「土佐国蠧簡集」巻七（部分）

（高知県立高知城歴史博物館所蔵）
③「土佐国蠧簡集」巻七（部分）

（高知県立図書館所蔵）

五台山竹林寺　本堂（文殊堂） 東京大学史料編纂所での部会協議

高知県史にかける思い

高知の古代・中世といえば長宗我部氏がイメージされます

が、今回の県史では、地域に伝わる多くの村落文書にも注

目していきたいと考えています。

また、江戸時代の土佐藩ではレベルの高い史料集が繰り返

し編まれていて、それが現在の歴史研究に大変役立ってい

ます。資料編第1巻ではそれらに収められた文書を、地域別・

家別に再編成し、新たな知見を加えることで、信頼に足る

一冊にまとめてみたいと思います。

皆さんの住んでいる地域にどんな文書が残されているのか、

より分かりやすくお示しできれば幸いです。

高知県史編さん
古代・中世部会 部会長

井上 聡
（東京大学史料編纂所 准教授）



里さ
と
ぶ
ん分
、山や
ま
ぶ
ん分
、浦う
ら
ぶ
ん分
、そ
し
て
お
城
下
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
残
さ
れ
た
文
書
の
一
つ
一
つ
が
、

江
戸
時
代
人
の
貴
重
な
証
言
で
す
。

先
人
た
ち
の
声
に
耳
を
傾
け
た
時
、幕
藩
体
制
と
い
う

政
治
と
人
々
の
暮
ら
し
が
、鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

何
を
す
る
に
も「
願
」か
ら

近
世
部
会
の
調
査
は
、
資
料
群
ご
と
に
、

全
て
の
文
書
を
一
点
ず
つ
調
査
カ
ー
ド
に
採
録

す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。
全
て
に

目
を
通
す
こ
と
で
、
思
わ
ぬ
文
書
と
の
出
会
い

も
あ
り
ま
す
。

故
・
関
田
英
里
氏
（
元
高
知
大
学
学
長
、

経
済
学
者
）
収
集
資
料
の
『
諸し
ょ
そ
う
あ
ん

草
案
控ひ
か
え

』
も
そ

の
一
つ
で
、
村
人
が
庄し
ょ
う
や屋
や
藩
へ
提
出
す
る
願

書
や
届
の
ひ
な
形
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
知
県
内
で
、
ほ
ぼ
同
内
容
の
冊
子
が
数

例
確
認
さ
れ
て
お
り
、
庄
屋
た
ち
の
間
で
、
広

く
共
有
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

0506

冊子形態の竪
たて

帳
ちょう

で、
本文は約220頁からなる。

近　世

３部構成で、75項目の願や届・差
さしだし

出のひな形が記録される。

一
冊
の
文
書
ひ
な
形
集
か
ら

見
え
て
く
る
、村
人
の
生
活
と

村
役
人
の
仕
事

多
岐
に
わ
た
る
庄
屋
の
仕
事

例
え
ば
、「
諸し
ょ
ね
が
い願
類る
い

」
の
部
で
は
、
四
国
遍

路
願
、
入
湯
願
、
他
国
稼
年
限
御
暇
願
、
他
国

縁
組
願
な
ど
、
藩
外
へ
出
る
際
の
願
書
か
ら
始

ま
り
、
諸
商
売
願
や
地
下
医
師
名
字
願
、
地
祭

相
撲
狂
言
願
や
虫
送
願
、
さ
ら
に
は
流
行
病
医

者
願
、
染
歯
願
、
総
髪
願
、
剃
髪
願
な
ど
、
生

活
の
わ
ず
か
な
変
化
の
一
つ
一
つ
に
、
庄
屋
や

藩
の
許
可
を
必
要
と
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
「
諸し
ょ
さ
し指
出だ
し

并な
ら
び
に
く
ち
が
き

口
書
始し
ま
つ末
類る
い

」
の
部
は
、
火
災

疎
注
進
、
風
雨
洪
水
破
損
届
か
ら
始
ま
り
、
病

死
辺
路
届
、
他
国
遊
芸
者
届
な
ど
村
外
者
へ
の

警
戒
を
背
景
と
し
た
届
が
続
き
、
喧
嘩
届
・

川
流
死
届
・
迷
子
届
・
長
寿
届
・
拾
物
届
・

二
子
三
子
届
な
ど
、
こ
れ
ま
た
些
細
な
出

来
事
ま
で
が
庄
屋
や
藩
へ
報
告
さ
れ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
記
録
に
よ
っ
て
、

藩
の
支
配
の
仕
組
み
だ
け
で
な
く
、
村
人

の
生
活
や
事
件
の
具
体
ま
で
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

染歯（お歯黒）・剃髪の許可願。

染歯は「逆
の ぼ せ

上」による「歯ゆるぎ」が、剃髪も「逆上」が理由。

長寿届。
年齢・名・生年が
藩に上申され、
褒
ほう

美
び

が下される
場合もある。

　

近
世
部
会
が
扱
う
史
料
の
中
心
は
、
文

字
で
記
さ
れ
る
「
文
献
」
で
す
。
多
く
は

紙
に
書
か
れ
た
も
の
で
す
が
、
木
板
や
石

板
、
時
に
は
金
属
板
や
瓦
な
ど
に
記
さ
れ

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

村
の
歴
史
を
考
え
る
時
、
そ
の
地
域
の

神
社
を
調
査
す
る
こ
と
は
必
須
で
、
そ
の

際
、
祭
礼
次
第
や
由
来
書
な
ど
の
紙
資
料

の
他
に
、
寄
進
者
を
列
記
し
た
木
板
や

棟む
な
ふ
だ札
な
ど
も
確
認
し
ま
す
。

　

あ
る
神
社
の
棟
札
に
は
、
村
役
人
や
大

工
に
加
え
て
、
そ
の
村
を
知ち
ぎ
ょ
う
ち

行
地
と
し
て

与
え
ら
れ
て
い
た
土
佐
藩
の
家
老
の
名
前

が「
大
旦
那
」と
し
て
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

更
に
、
江
戸
時
代
後
半
の
棟
札
に
は
、「
大

旦
那
」
と
し
て
当
時
の
土
佐
藩
10
代
藩
主

山
内
豊と
よ

策か
ず

の
名
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

村
の
神
社
は
村
人
の
信
仰
の
対
象
で
あ

り
な
が
ら
、
そ
の
建
立
に
、
年
貢
を
介
在

し
て
村
と
つ
な
が
る
城
下
の
侍
、
更
に
は

藩
主
が
関
係
す
る
意
味
は
何
な
の
か
、
改

め
て
考
え
る
べ
き
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

元禄３年(1690)、
長岡郡国分村
熊野神社の棟札。

「大檀那山内彦作」とある。

　　

当
時
、
こ
れ
ら
の
文
書
を
村
人
に
提
出

さ
せ
、
内
容
に
よ
っ
て
は
藩
に
取
り
次
ぐ

の
が
、
村
を
取
り
仕
切
る
庄
屋
の
役
割

の
一
つ
で
し
た
。
か
つ
て
、
安
芸
郡
北
川

村
の
あ
る
旧
家
の
文
書
調
査
で
、
庄
屋
の

手
元
に
あ
る
公
務
文
書
一
覧
を
見
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
地
検
帳
、
宗

門
帳
、
普
請
田
役
帳
は
じ
め
、
お
よ
そ

3
5
0
件
を
超
え
る
文
書
が
記
録
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
藩
と
村
人
と
の
間
に
あ
っ
て
、

多
忙
な
日
々
を
送
る
庄
屋
の
姿
と
、
習
得

す
べ
き
学
力
と
教
養
の
幅
広
さ
に
圧
倒
さ

れ
た
の
で
す
が
、
そ
の
中
に
も
「
諸
し
ょ
ね
が
い
が
き

願
書

諸し
ょ
し
ま
つ

始
末
諸し
ょ
さ
し差

出だ
し

」
と
い
う
文
書
名
が
確
認

で
き
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
『
諸
草
案
控
』
の
最

後
は
、「
吟ぎ
ん
み味
作さ
ほ
う法
」
と
し
て
、
庄
屋
か

ら
村
人
へ
申
し
渡
し
を
行
う
場
所
と
地
面

に
敷
く
筵
む
し
ろ
の
有
無
を
、
身
分
に
応
じ
て
縁

側(

年
寄
・
名
本
他)

・
路
地
筵(

郷
士
家
来
・

百
姓
他)

・
土
間
筵
不
及(

流
浪
者
他)

と

使
い
分
け
、
土
間
で
は
拷
問
も
行
わ
れ
る

と
い
う
、
封
建
社
会
の
厳
し
さ
を
彷
彿
と

さ
せ
る
一
文
で
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

  

近
世
部
会 

部
会
長渡

部 

淳

Topics

高知県史にかける思い

江戸時代は、日本の歴史の中でも比較的安定した260年で

した。政治組織も整備され、庶民教育も充実したため、公私

ともに膨大な史料が残されています。県内でも未調査の史料

が多くあり、近世部会では、旧家や役所などに「群」として

残された史料を、１点ごとに調査しています。

そのためには多くの調査員が必要で、県内外の大学生・大学

院生らが参加しています。県外調査員の感想を聞き、地元で

は気がつかなかったことを知ることしばしばで、全国から見

た土佐史の位置や特色を見つめるよい機会になっています。

高知県史編さん
近世部会 部会長

渡部 淳
（高知県立高知城歴史博物館 館長）

近世部会
合同調査の様子












